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松平防災事業で作成した資料をまとめました。
気になる項目をクリックしてください。
自治区や組での話し合いに活用しましょう！
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【地震①】自分の命は自分で守ることについて考えるシート

自宅の安全のために確認すべきこと・
やるべきことを記入欄に書き込みましょう

自宅内で起きそうな被害
を間取り図に書き込みま
しょう

＜例＞ タンスたおれる！

地震発生直後に、自分自身と家族の
命をまもるための行動について、間取
り図に書きながら考えましょう。

防災カルテを参照し、地域の危険性、
災害に対する強み・弱みを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？ 被災した自分や周囲の状

況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する２．【防災カルテ】を確認する 3２ 4

危ないところはどこか？

どのような対策が必要か？

記入用紙 記入用紙

阪神・淡路大震災の死亡原因

３ １

３ ２

４ １

自治区（組など）に進めてほしい対策は何か？
自治区（組など）が協力して進められる対策は何か？

被災者の声

家屋・家具に
よる圧死松平地区：最大震度６弱

1

【あなたの周りではこうなる】

阪神・淡路大震災（平成７年）の事例

出典：国土交通省 近畿地方整備局HP 阪神・淡路大震災の経験に学ぶ震災時における社会基盤利用のあり方について
https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/daishinsai/

阪神・淡路大震災で亡くなった人の原因は、「圧死」の方が大部分（約3/4）を占めており、「焼死」の方も
約1割であった。死亡原因として最も多い「圧死」を減らすには、家屋の耐震性強化と家具転倒防止に取り組む
ことが、まず重要である。

神戸は地震の少ない所だと信じさせられていた

ので、洪水などには注意しても、地震に対しては

あまり関心がなかった。家を建てた時(S.53)も

大工さんが「地震に強いように筋交いを入れて

おきましょう」と言われた時もそんなに必要かし

らと思った位だった。タンスが三つに折れて転ん

だり、ガラス戸棚がメチャメチャに壊れてガラス

が突き刺さるように布団や畳に落ちたりと、

もっと普段から備えておくべきだったと思った。

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

1階部分がわからないほど
倒壊した家屋

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

古い家屋の
密集…など

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



自宅の安全のために確認すべきこと・やるべきことを記入欄に書き込みましょう

危ないところはどこか？

＜例＞タンスが倒れる

各自どのような対策が必要か？

自治区（組など）に進めてほしい対策は何か？
自治区（組など）が協力して進められる対策は何か？

＜例＞タンスをなくす

４ １

３ １

３ ２

３．【意見】を記入する

４．【今後の取り組み】を記入する

3

4

【地震① 】自分の命は自分で守ることについて考えるシート
記入用紙

自宅内で起きそうな被害を間取り図に書き込みましょう
＜例＞
タンスがたおれる！

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震②】自宅の状況確認（火の始末・出口の確保）について考えるシート

自宅内で起きそうな被害
を間取り図に書き込みま
しょう

＜例＞ 仏壇たおれる！

出典：国土交通省 近畿地方整備局HP 阪神・淡路大震災の経験に学ぶ震災時における社会基盤利用のあり方について
https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/daishinsai/

被災者の声

地震発生直後における自宅の中
で起こりそうな被害と、その対策
と備えについて間取り図に書きな
がら考えましょう。

家屋・家具に
よる圧死

防災カルテを参照し、地域の危険性、
災害に対する強み・弱みを確認しましょう。

1階部分がわからないほど
倒壊した家屋

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

松平地区：最大震度６弱

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

【あなたの周りではこうなる】

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～1

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する２．【防災カルテ】を確認する 3２ 4

自宅の安全のために確認すべきこと・
やるべきことを記入欄に書き込みましょう

危ないところはどこか？

どのような対策が必要か？

記入用紙 記入用紙

３ １

３ ２

４ １

神戸は地震の少ない所だと信じさせられていた

ので、洪水などには注意しても、地震に対しては

あまり関心がなかった。家を建てた時(S.53)も

大工さんが「地震に強いように筋交いを入れて

おきましょう」と言われた時もそんなに必要かし

らと思った位だった。タンスが三つに折れて転ん

だり、ガラス戸棚がメチャメチャに壊れてガラス

が突き刺さるように布団や畳に落ちたりと、

もっと普段から備えておくべきだったと思った。

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

阪神・淡路大震災（平成７年）の事例

阪神・淡路大震災で亡くなった人の原因は、「圧死」の方が大部分（約3/4）を占めており、「焼死」の方も
約1割であった。死亡原因として最も多い「圧死」を減らすには、家屋の耐震性強化と家具転倒防止に取り組む
ことが、まず重要である。

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

自治区（組など）に進めてほしい対策は何か？
自治区（組など）が協力して進められる対策は何か？

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



自宅内で起きそうな被害を間取り図に書き込みましょう

記入用紙
【地震②】自宅の状況確認（火の始末・出口の確保）について考えるシート

＜例＞ 仏壇がたおれる！

自宅の安全のために確認すべきこと・やるべきことを記入欄に書き込みましょう

危ないところはどこか？

＜例＞仏壇が倒れる

各自どのような対策が必要か？

自治区（組など）に進めてほしい対策は何か？
自治区（組など）が協力して進められる対策は何か？

＜例＞仏壇の転倒防止

４ １

３ １

３ ２

３．【意見】を記入する

４．【今後の取り組み】を記入する

3

4

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震③】初期消火活動・救出・搬送・応急救護について考えるシート

３．【意見】を記入する

すぐに取り掛かるべきことは何か

被
害
想
定

災
害
対
応

４．【今後の取り組み】を記入する

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の対応について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

出典：国土交通省 近畿地方整備局HP 阪神・淡路大震災の経験に学ぶ 震災時における社会基盤利用のあり方について
https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/daishinsai/

炎上する市街地から
立ちのぼる黒煙

1階部分がわからない
ほど倒壊した家屋

阪神・淡路大震災（平成７年）の事例

救出者のうち生存者の占める割合について日を追って見ると、早く助けるほど生存の確率は高かった。
被災当日の1月17日は、救出者の4人に3人は生存していたが、翌18日では、救出者のうち生存していた人は
4人に1人しかいなかった。

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

松平地区：最大震度６弱

地震発生直後における初期消火活動や
人命救助など、地域の中での初動期の
共助活動について考えましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

自治区（組など）の問題点・課題は何か

1

3２ 4

【あなたの周りではこうなる】

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

どのような対応・行動を
するか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

備
え

どこが危ないか？ 何が起きるか？

記入用紙 記入用紙

３ １

３ 3

３ 5

３ 2

３ 4

３ 6

４ １

４ ２

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



３．【意見】を記入する

すぐに取り掛かるべきことは何か

どこが危ないか？ 何が起きるか？
被
害
想
定

【地震③】初期消火活動・救出・搬送・応急救護について考えるシート

４．【今後の取り組み】を記入する

自治区（組など）の問題点・課題は何か

＜例＞ 〇〇の裏山

3 4

災
害
対
応

備
え

＜例＞ がけ崩れ

＜例＞ 火災の場所を知らせる ＜例＞ 近くの人

＜例＞ すぐ取り出せる場所＜例＞ 消火器

どのような対応・行動
をするか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

記入用紙

４ １

４ ２

３ 2

３ 4

３ 6

３ １

３ 3

３ 5

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震④】近所への声掛け・一時避難場所への集合について考えるシート

３．【意見】を記入する

被
害
想
定

全
住
民
一
時
避
難

４．【今後の取り組み】を記入する

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

阪神・淡路大震災（平成７年）の事例

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

松平地区：最大震度６弱

地震発生直後における隣近所での安
全確保・安否の確認など、初動期での
地域の共助活動について考えましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

1

3２ 4

【あなたの周りではこうなる】

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

備
え

出典：国土交通省 近畿地方整備局HP 阪神・淡路大震災の経験に学ぶ震災時における社会基盤利用のあり方について https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/daishinsai/

阪神・淡路大震災では、日ごろからの近所づきあいや地域の備えが、迅速な安否確認や救助活動につながった例が
複数みられた。

震源地の淡路・北淡町。倒壊家屋があふれ、あちこち

から煙が立ち上る。町消防団の団員565人が自宅を飛び

出した。吾妻鉄也団長（69）は自転車で現場に走った。

「おばあちゃんが家の中に取り残された」。倒壊家屋の

そばで、家族ががれきの山を指さした。団員は、だれが

どこに寝ているかを知っていた。目指す場所は分かって

いる。落ちた屋根の瓦を除き始めた。

地域の付き合いが緊密な土地柄が救出時間を短縮した。

全半壊約1,900棟の同町で、地震発生から8時間後には、

町民全員の安否が確認できた。

出典：『大震災 その時、わが街は』（神戸新聞社編、1995年）

救出を早めた近所づきあい 1階部分がわからないほど
倒壊した家屋

日頃からの近所づきあいが
大事であることの指摘

出典：「震災とインフラ施設に関する体験・意見
の募集アンケート」（近畿地方整備局 2000年）

隣近所に誰が住んでいるのかを知っ
ていることが助ける時に必要。

日頃からいざという時に助け合いが
出来るか、仲間づくりが必要。

【被災住民】

日頃から地域に馴染みのない人が埋
もれたままで発掘救助に手間取った。

【被災住民】

すぐに取り掛かるべきことは何か

どこが危ないか？ 自治区（組など）の問題点・課題は何か何が起きるか？

どのような対応・行動を
するか？ 誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

記入用紙 記入用紙

３ １

３ 3

３ 5

３ 2

３ 4

３ 6

４ １

４ ２

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

【地震④】近所への声掛け・一時避難場所への集合について考えるシート

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

備
え

＜例＞ 近所づきあい

全
住
民
一
時
避
難

＜例＞ お隣の人へ声をかける ＜例＞ みんな

どのような対応・行動
をするか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

どこが危ないか？ 何が起きるか？

＜例＞ 〇〇の裏山 ＜例＞ がけ崩れ

被
害
想
定

記入用紙

４ １

４ ２

３ 2

３ 4

３ 6

３ １

３ 3

３ 5

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震⑤】避難施設への避難について考えるシート

□建物の安全確認

□施設内の設備の点検

□避難所運営のために使う場所の指定
・受付、通路の決定
・避難所として利用可能な場所
・立ち入り禁止にする場所

□避難してきた人の受付

□市災害対策本部への連絡

□情報収集・伝達手段の確保

□備蓄している水や食料、物資の確認
･配給

□安全対策

□遺体の一時受入れ

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

出典：豊田市避難所運営マニュアル（本編） 平成３０年 ４月 豊田市 を一部再構成
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/bousaibouhan/1031853/1024005.html

避難所を運営するための４つの基本方針＜豊田市＞

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

松平地区：最大震度６弱

避難施設への移動に係る地域での判断
や行動、支援活動のあり方について考
えましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

1

２

【あなたの周りではこうなる】

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

一次避難先から避難所開設・運営開始までの流れ

１

２

３

４

避難所が、地域の人々の安全を確保し、生活を再建する
ための地域の防災拠点として機能することをめざします。

避難所は、地域のライフラインが復旧する頃まで設置し、
復旧後は速やかに閉鎖します。

避難所では、避難所を利用する人（避難所以外の場所に
滞在する被災者を含む）の自主運営を原則とします

避難所の後方支援は、市の災害対策本部が主に行います。

３．【意見】を記入する

被
害
想
定

避
難

４．【今後の取り組み】を記入する3 4

備
え

すぐに取り掛かるべきことは何か

どこが危ないか？
自治区（組など）の問題点・課題は何か

何が起きるか？

どのような対応・行動を
するか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

備
え

記入用紙 記入用紙

□避難した人を、自治区や組などごとに確認
□人の振り分け（トリアージ）を行い病院や福祉避難所へ搬送
□自宅での生活が困難な場合…避難所で生活する（車中で生活する）
□状況が落ち着いたら…安全を確認し自宅に戻る

物資などの支援が必要な場合

□避難所利用者登録

在宅避難のすすめ

災害後、自宅の安全が確認

できる場合は、自宅での避難

(在宅避難)が基本です。

①避難所のスペースには限り
があります。

②自宅は個人（家族）の空間

として生活ができます。

③空き巣の被害を防ぐことが
できます。

避難所
自宅・車など
（避難所以外の場所）

避難した
場所で

３ １

３ 3

３ 5

３ 2

３ 4

３ 6

４ １

４ ２

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

出典：豊田市避難所運営マニュアル（本編） 平成３０年 ４月 豊田市 を一部再構成
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/bousaibouhan/1031853/1024005.html

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



どこが危ないか？ 何が起きるか？

＜例＞ 〇〇の裏山 ＜例＞ がけ崩れ

３．【意見】を記入する

被
害
想
定

【地震⑤】避難施設への避難について考えるシート

４．【今後の取り組み】を記入する3 4

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

備
え

＜例＞ 近所づきあい

避
難

＜例＞ 避難所へ行く世帯を把握する ＜例＞ 避難所へ行く人

どのような対応・行動
をするか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

記入用紙

４ １

４ ２

３ 2

３ 4

３ 6

３ １

３ 3

３ 5

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震⑥】避難所の運営について考えるシート

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

松平地区：最大震度６弱

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

1

２

【あなたの周りではこうなる】

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

１

２

３

４

避難所が、地域の人々の安全を確保し、生活を再建する
ための地域の防災拠点として機能することをめざします。

避難所は、地域のライフラインが復旧する頃まで設置し、
復旧後は速やかに閉鎖します。

避難所では、避難所を利用する人（避難所以外の場所に
滞在する被災者を含む）の自主運営を原則とします

避難所の後方支援は、市の災害対策本部が主に行います。

避難所を運営するための４つの基本方針＜豊田市＞ 避難所運営の流れ

避難所の運営に係る地域での判断や
行動、支援活動のあり方について
考えましょう。

３．【意見】を記入する

避
難
所
確
認

避
難
所
運
営

４．【今後の取り組み】を記入する3 4

備
え

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

どのような対応・行動を
するか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？備

え

記入用紙 記入用紙

避難を利用する人たちが主体となって運営できるよう、
避難所運営委員会を組織する。

□利用者のグループ分け

□グループの代表者（グループ長）の選出

□避難所運営のための業務

□避難所運営委員会をつくる

□各運営班の設置

□役割を決める

□避難所の運営の支援

自宅・車など
（避難所以外の場所）

避難所

災害救助法が適用された災害で、避難所の開設期間が7日間を

超える場合は、延長手続きのため、市職員(避難所運営班)を

通じて市災害対策本部に連絡する。

出典：豊田市避難所運営マニュアル（本編） 平成３０年 ４月 豊田市 を一部再構成
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/bousaibouhan/1031853/1024005.html

出典：豊田市避難所運営マニュアル（本編） 平成３０年 ４月 豊田市 を一部再構成
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/bousaibouhan/1031853/1024005.html

３ １

３ 3

３ 5

３ 2

３ 4

３ 6

４ １

４ ２

避難所になりそうな場所は
どこ？

具体的にそれはどこ？

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震⑥】避難所の運営について考えるシート

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

備
え

避
難
所
確
認

＜例＞ 避難所へ行く人

＜例＞ 避難所運営訓練

避
難
所
運
営

＜例＞ 避難所生活の役割分担

どのような対応・行動
をするか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

＜例＞ 避難所

記入用紙

４ １

４ ２

３ 2

３ 4

３ 6

３ １

３ 3

３ 5

避難所になりそうな
場所はどこ？

具体的にそれはどこ？

＜例＞ 山を背にしていない
開けた場所

＜例＞ ○○さんの家の
裏にある広場

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震⑦】情報の共有・報告について考えるシート

災
害

発
生

あなたに
必要な情報は
何か？

自治区(組など)
で共有すべき
情報は何か？

その情報は、
どのように
入手するか？

区長さんに
報告すべき
情報は何か？

被
害

発
生

応
急

復
旧

日時 出来事 地域の行動 学校再開に向けた考え方

4/15 (金） 前震発生 ・被害少数。最小限の運営

4/16 (土） 未明：
本震発生
(Ｍ7.3震度7 )

・町内見廻り→防災倉庫を開く
・自治会と地域住民で物資配布開始
・テント、仮設トイレ、発電機設置

震災直後は命をつなぐことに注力

4/17 (日） ・飲料水手配(消防団・自治協議会・地域住民)
・生活用水確保(プールの水） 避難者に避難所を出てからの生活の

イメージを持ってもらえるよう、関
係者が連携してフォロー

4/18 (月） ・本格的な炊き出し実施(自治協議会・地域住民が協力)
・学校再開(5/10)に向けた関係者協議

□発災後の経緯

熊本地震（平成２８年）の事例 学校・PTA・自治協議会が連携した学校での避難所運営（熊本市東区尾ノ上校区）

□なぜ、うまくいったのか？⇒

自治協議会、社会福祉協議会、
民生委員、行政

長期に渡って、自治協議会と地域住民、保護者のつながりが出来ていた。高齢化している
自治協議会メンバーと保護者の世代の間の信頼が、年間行事等を通じ培われていた。

マニュアルの整備（マニュアルが無いため、間で動かざるを得なかった）、自宅避難者に
対する情報提供および安全確認の方法、役割分担の明確化など。

□今後に向けた課題 ⇒

すぐに取り掛かるべきことは何か

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

出典：豊田市地震被害予測結果 報告書 平成 27 年 3 月 豊田市
注：震度分布および人的・物的被害等のデータは過去地震最大モデルを参照

松平地区：最大震度６弱

地震発生直後における情報の共有・
報告について考えましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

自治区（組など）の問題点・課題は何か

【あなたの周りではこうなる】

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～地震が発生した場合の被害想定～1

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する２．【防災カルテ】を確認する 3２ 4記入用紙 記入用紙

３ １

４ １

４ ２

◆大きな揺れ！
◆自宅の家具等散乱・落下物！
◆外で火災が発生！
◆渋滞・通行止めの発生！

大地震が起こった場合の豊田市（平日夕方発災の場合）

□南西部（市街地）では、強い揺れのため家屋の全壊・焼失が
生じる可能性がある

□東部（山間部）では、斜面崩壊等による道路の途絶、集落の
孤立、生活困難が予想される

□面積が広大なため管路・電線の点検対象がたくさんあること
から、長期（１週間以上）にわたるライフラインの停止が
予想される

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

出典：内閣府HP 平成28年8月30日「熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策検討ワーキンググループ」（第２回）資料2-3 「学校・ＰＴＡ・自治協議会が連携した避難所運営について」より一部加筆

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【地震⑦】情報の共有・報告について考えるシート

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

記入用紙

４ １

４ ２

災
害
発
生

被
害
発
生

応
急
復
旧

お父さんが家の下敷きに！助けて

子供の行方が分からない！どこにいるの！

皆の安否はどうなっているのか
困っている人はいないか…

○○さんが閉じ込められている！助けが必要だ

電話がつながらない‥‥

あなたに
必要な情報は
何か？

自治区（組など）
で共有すべき
情報は何か？

その情報は、
どのように
入手するか？

区長さんに
報告すべき
情報は何か？

３ １

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害①】避難のタイミングについて考えるシート

所
要
時
間

行
動
開
始
タ
イ
ミ
ン
グ

では避難を開始すべきタイミングはいつか？

風水害発生時において、自分や、家族
など周囲の人が、いつ、どのタイミング
で避難を始めるべきかを考えましょう。

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）における事例 (京都府：住民の避難行動に関する成功事例）

自
助

○ ７月豪雨災害による土砂崩れで住家が全壊する被害があったが、住民はすでに２日前に安全な家族宅に避難していた

○ 前兆現象（におい、床に水が流入）があり、２階に避難した

○ 避難したかったが、家が心配で山とは反対側の１階で就寝した。土砂崩れが発生したが、就寝場所までは土砂が到達せずに
助かった

共
助

○ 消防団員が、川が増水していることに気づき、避難勧告等の発令前であったが、避難が必要と判断し（中略）避難を呼びかけた

○ 自主防災組織・消防団による高齢者宅への避難の声掛けにより、避難誘導。その３０分後に土砂災害が発生（全壊の被害）し、
一命を取り留めた

○ ７月豪雨災害において、市内に土砂災害警戒情報、大雨特別警報（土砂災害）が発表される中で、事前に地域のハザードマップを
確認していた消防団員が、高齢者を地域内の土砂災害警戒区域外のお宅に避難誘導し、安全を確保した

出典：京都府 災害対応の総合的な検証会議（第2回）（平成30年12月27日 ）参考資料２住民の避難行動に関する成功事例 より一部再構成

【地域はどうなるか、どうするか】考える ～風水害が発生した場合の被害想定～

避難とは、被害が起きる前に、

安全な場所に移動すること。

避難のタイミングや、避難すべき

場所は、人や状況によって異なる

ため、「自分目線で」避難を考え

ることが重要

1

０ｈ-9ｈ -３ｈ-６ｈ-12ｈ-24ｈ-48ｈ +6ｈ+３ｈ

大規模水害の発生広域避難開始

警戒
レベル２

・避難行動を確認
・避難準備が整い次第、避難開始
・高齢者は速やかに避難

・速やかに避難
・避難完了 ・命を守るための最善の行動をとる

はん濫発生情報発令台風に関する記者会見
（特別警報発表の可能性）

公共交通機関の運行停止

警戒
レベル３

警戒
レベル４

警戒
レベル５

３．【意見】を記入する

すぐに取り掛かるべきことは何か

４．【今後の取り組み】を記入する

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

自治区（組など）の問題点・課題は何か

3２ 4

被害を回避できる
安全な場所はどこか？

平常時の移動に
何分必要か？

安全な場所までの移動
手段は？

大雨・浸水の場合の
移動に何分必要か？

あなたと家族が、避難の準備をしてから避難先への
移動が終わるまでに何分必要か？

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

避難のタイミングについ
て意見を出し合い、
【意見】を記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

記入用紙 記入用紙

３ 1

３ 2

４ １

４ ２

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害①】避難のタイミングについて考えるシート

所
要
時
間

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

行
動
開
始
タ
イ
ミ
ン
グ

＜例＞ 親戚の家

では避難を開始すべきタイミングはいつか？

被害を回避できる安全な場所はどこか？

平常時の移動に何分必要か？

安全な場所までの移動手段は？

大雨・浸水の場合の移動に何分必要か？

あなたと家族が、避難の準備をしてから避難先への移動が
終わるまでに何分必要か？

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

記入用紙

４ １

４ ２

３ 1

３ 2

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害②】避難行動の敷居を下げる工夫・日常の習慣づけについて考えるシート

出典：内閣府（防災担当） ぼうさい 平成20年７月号 P14 特集：風水害の危険！そのとき、あなたは
http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h20/07/pdf/bs0807.pdf

被害に遭った人たちに調査をすると、大抵の人は「逃げようと思った」と言います。

逃げなければならないということは百も承知している。けれども、最終的に「逃げる」という決断

をしなければ、結果として人は「逃げていない」のです。これは人間の性（さが）と言ってよいと

思いますが、災いに対して「正常化の偏見」という心理が働きます。人間は、自分にとって都合の

悪い情報は無視するという特性があるのです。（中略）

逃げる、避難するという行為は、家屋家財をすべてそこに置いたまま立ち去ることですから、

そもそも簡単なことではありません。むしろ人は逃げられなくて当たり前だとすら言えます。

こうした状況下で必要になるのが、「率先避難者」の存在です。逃げる気はあるけれど逃げられ

ない人たちの中にあって「私は逃げるぞ」と声を大にして避難する人が、地域に1人はいてほしい。

町会長でも誰でもいいのですが、そうした役割を担う人がいることは、地域の防災力を高める上で

も重要です。(中略）

木造の住宅と鉄筋のアパートでは避難の仕方が異なり、マンションの4階であればすぐに逃げず

に自宅にいた方が安全というケースもあります。いたずらに恐怖心を煽るのではなく、自分の

住んでいる場所の災害リスクと、個々の状況に即した避難の仕方を住民一人ひとりに客観的に

知ってもらうこと。完全な防災より、可能な限り被害を小さくする「減災」を目指すことが、

まずは重要なのです。

すぐに避難ができないのは
なぜか？

どのような対策が
考えられるか原因は？

対策は？

上記の３つの原因のうち、
重要なことは？

それは、なぜか？

それは、なぜか？

上記の３つの対策のうち
重要なことは？

風水害発生時において、避難に不安や
困難を抱える人を助ける工夫や習慣づけ
について考えましょう。

すぐに取り掛かるべきことは何か

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

原因は？
対策は？

原因は？
対策は？

対策の
まとめ

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

【地域はどうなるか、どうするか】考える ～風水害が発生した場合の被害想定～1

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する２．【防災カルテ】を確認する 3２ 4

専門家

避難勧告が出ても身の危険を感じる人は30％！人は逃げないもの、ではどうする!?

記入用紙 記入用紙

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）における事例

□被害の特徴

①西日本を中心に、広域的かつ同時多発的に水害・土砂災害が発生

②洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域において、避難行動を促す情報が
発令されていたにもかかわらず、人的被害が多く発生

③被災者の多くが高齢者

土砂災害による死者・行方
不明者のうち、
約９割は土砂災害区域内で
被災している

出典：国土交通省 住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト
第１回 資料2－1 平成30年７月豪雨災害の概要と被害の特徴 より一部加筆

土砂災害区域内
65％

警戒区域指定済または
基礎調査完了

土砂災害区域外
23％

調査未了だが土砂災害
危険個所として確認済

土砂災害区域外
12％
上記以外

土砂災害による人的被害
箇所における区域の状況

発災前に発表
100％

発災後に発表

発災後に発表
0％

全国

自治区（組など）の問題点・課題は何か

４ １

４ ２

土砂災害警戒情報の発表状況
（平成30年8月8日時点）

①
69
65％

②
25
23％

区域内等が約9割
人的被害（死者）が発生
した５３箇所のうち、
発災時刻が特定できた
全箇所で、土砂災害警戒
情報が災害発生前に発表
されていた。

発災前に発表

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害②】避難行動の敷居を下げる工夫・日常の習慣づけついて考えるシート

どのような対策が
考えられるか

原因は？
対策は？

原因は？
対策は？

原因は？
対策は？

対策の
まとめ

＜例＞ 声をかけづらい

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

上記の３つの原因の
うち、重要なことは？

それは、なぜか？

それは、なぜか？

＜例＞ 避難に関する正しい知識がない

＜例＞ 今まで被災した経験がない

どのような対策が
考えられるか

どのような対策が
考えられるか

上記の３つの対策の
うち、重要なことは？

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

すぐに避難ができない
のはなぜか？

記入用紙

４ １

４ ２

3 １ 3 ２

３ 4３ 3

3 5 3 6

３ 8３ 7

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害③】自治区（組など）ごとの風水害対応方法について考えるシート

「自治区（組など）ごとに
避難や災害対応ができない
のはなぜだろう？

どのような対策が
考えられるか原因は？

対策は？

上記の３つの原因のうち、
重要なことは？

それは、なぜか？

それは、なぜか？

上記の３つの対策のうち、
重要なことは？

風水害発生時において、行政頼みになり
自治区（組など）ごとの風水害対応ができ
ないのはなぜか、その課題を考えましょう。

すぐに取り掛かるべきことは何か

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

原因は？
対策は？

原因は？
対策は？

対策の
まとめ

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

【地域はどうなるか、どうするか】考える ～風水害が発生した場合の被害想定～1

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する２．【防災カルテ】を確認する 3２ 4

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

記入用紙 記入用紙

平成30年7月豪雨（西日本豪雨）における事例

出典：国土交通省 住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト 第１回 資料2－1
平成30年７月豪雨災害の概要と被害の特徴 より一部加筆

自治区（組など）の問題点・課題は何か

★西日本を中心に、広域的かつ同時多発的に水害･土砂災害が発生した。倉敷市真備町の小田川流域では

洪水浸水想定区域と実際の浸水想定地域がほぼ一致しており、事前の広報にもかかわらず多数の死者

（51名）が発生、被害者の多くは高齢者であった。

紫色･水色で示した

範囲(洪水浸水想定

区域)と青い実線

の範囲(実際の浸水

範囲)がほぼ一致

※倉敷市の洪水・土砂災害ハザード
マップにH30年7月豪雨における
実際の浸水範囲を加筆

浸水深
5.0ｍ以上の

区域

浸水深
2.0ｍ以上の

区域

青の実線

紫色の範囲

水色の範囲

平成30年
７月豪雨での
浸水範囲

※国土地理院作成の浸水
推定段彩図より模写

年齢別死者数

70歳代

年代

死
者
数

80歳代

平成27年9月関東・東北豪雨（鬼怒川水害）における事例

★台風18号や前線の影響で、関東地方と東北地方で記録的な

大雨が発生した。茨城県常総市内では、鬼怒川が氾濫し、

多くの家屋が流出するとともに、死者2人・負傷者40人以上、

全半壊家屋が5,000棟以上という甚大な被害になった。

鬼怒川の堤防が決壊する以前に避難勧告等が発令されていた

地区もあったが、決壊地点付近（三坂地区）を含む鬼怒川左

岸の広範囲の地域には、堤防決壊時点において避難勧告等が

発令されていなかった。

被災後ヒアリング調査に見る住民の避難の様子

出典：内閣府 水害時の避難・応急対策検討ワーキンググループ 第３回【資料４】鬼怒川
洪水時の浸水・避難状況に関するヒアリング調査結果【単集計結果】より一部加筆

出典：常総市水害対策検証委員会 平成27年常総市
鬼怒川水害対応に関する検証報告書より一部加筆

切羽詰まってからの行動

は被害を拡大させるね！

早めの行動が肝心だ！

常総市避難勧告・
指示の発令状況

避難勧告発令
区域

避難指示発令
区域(決壊前)

避難指示発令
区域(決壊後)

浸水範囲

Q：自宅は浸水しましたか？ →A：はい 約68％

Q：救助は求めましたか？ →A：求めた 約11％
求めなかった 約89％

Q：避難をした方へ。
避難を決めた理由は？

→A：身の危険を感じた 約52％
避難勧告等 約16％
自宅生活への不安等 約14％

Q：避難しなかった方へ、
自宅にとどまった理由は？

→A：自宅は浸水する心配
はないと思った 約47％

※１

※１ 調査対象：常総市における浸水地域または避難勧告
等が発令された地区の住民 516件

決壊
地点

４ １

４ ２

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害③】自治区（組など）ごとの風水害対応方法について考えるシート

原因は？
対策は？

原因は？
対策は？

原因は？
対策は？

対策の
まとめ

＜例＞ 声をかけづらい

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

それは、なぜか？

それは、なぜか？

＜例＞ 新しく来た人と話したことがない

＜例＞昼は人がいないから

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

自治区（組など）ごとに
避難や災害対応ができ
ないのはなぜだろう？

記入用紙

４ １

４ ２

どのような対策が
考えられるか

上記の３つの原因の
うち、重要なことは？

どのような対策が
考えられるか

どのような対策が
考えられるか

上記の３つの対策の
うち、重要なことは？

3 １ 3 ２

３ 4３ 3

3 5 3 6

３ 8３ 7

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害④】要配慮者支援について考えるシート

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～風水害が発生した場合の被害想定～

防災カルテを参照し、地域で要配慮者対応が必要に
なりそうなところを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

防災カルテで確認した情報をもとに支援について
検討し、【意見】記入用紙に書き込みます

1

3２ 4

風水害発生時において、お年寄りや
配慮が必要な人(要配慮者)を速やかに
避難できるようにする方法について
考えましょう。

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

住民相互の助け合いを促し、避難支援等の体制を構築するために、平常時から地域づくりを

進めておくことが重要である。このため、市町村や自主防災組織・自治会等は、避難行動要支援

者も含め、普段から住民同士が顔の見える関係を構築することを促し、避難支援等関係者を拡大

するための取組を行っていくことが適切である。

その際、防災に直接関係する取組だけでなく、日常の様々な事業の中で避難行動要支援者が地域

社会で孤立することを防ぎ、避難行動要支援者自身が地域にとけ込んでいくことができる環境づ

くりに努めること、また、地域おこしのための様々な事やボランティアとの連携を検討すること

が考えられる。

要配慮者における避難行動支援

避難行動支援に係る地域づくり

＜地域づくり例＞ 【要配慮者の意見・要望】

・地域行事への避難行動要支援者等の参加の呼びかけ

・避難行動要支援者等への日頃からの声かけや見守り活動 等

日頃から、地域で顔の見える関係を

つくるよう、要配慮者自ら行動する

ことも大切

出典：H26 愛知県 市町村のための災害時要配慮者 支援体制構築マニュアル

https://www.pref.aichi.jp/chiikifukushi/manual.pdf

記入用紙 記入用紙

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）における事例

出典：国土交通省 住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト
第１回 資料2－1 平成30年７月豪雨災害の概要と被害の特徴 より一部加筆

要配慮者とは、
「避難行動に助けが必要な人」なんだ！

地域の要配慮者支援を行うために確認すべきこと・やるべき
ことを記入欄に書き込みましょう

自治区（組など）の問題点・課題は何か

要配慮者について登録するしくみも
知っておかなくては

３ １

３ 3

３ 5

３ 2

３ 4

３ 6

４ １

□被害の特徴

①西日本を中心に、広域的かつ同時多発的に水害・土砂災害が発生

②洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域において、避難行動を促す情報が
発令されていたにもかかわらず、人的被害が多く発生

③被災者の多くが高齢者

土砂災害による死者・行方
不明者のうち、
約９割は土砂災害区域内で
被災している

土砂災害区域内
65％

警戒区域指定済または
基礎調査完了

土砂災害区域外
23％

調査未了だが土砂災害
危険個所として確認済

土砂災害区域外
12％
上記以外

土砂災害による人的被害
箇所における区域の状況

発災前に発表
100％

発災後に発表

発災後に発表
0％

全国

土砂災害警戒情報の発表状況
（平成30年8月8日時点）

①
69
65％

②
25
23％

区域内等が約9割
人的被害（死者）が発生
した５３箇所のうち、
発災時刻が特定できた
全箇所で、土砂災害警戒
情報が災害発生前に発表
されていた。

発災前に発表

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



３．【意見】を記入する

状
況

【風水害④】要配慮者支援について考えるシート

４．【今後の取り組み】を記入する

自治区（組など）の問題点・課題は何か

3 4

支援が必要な人は
どのような人か

＜例＞ 階段を使えない人 ＜例＞ 避難搬送する手立てがない

支援をする上で
困ることは何か？

災
害
対
応

備
え

＜例＞ 複数人で担ぐ
先導者をつける ＜例＞ 自治区(組など）の担当

＜例＞ ライト・避難路マップ

どのような支援が必要か？
（手助け・対策）

誰が支援を担当
するか？

どのような道具や
備えが必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

＜例＞ 各担当の自宅

記入用紙

3 １ 3 ２

3 ３ 3 ４

3 ５ 3 ６

４ １

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害⑤】避難施設への避難について考えるシート

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～風水害が発生した場合の被害想定～

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

２．【防災カルテ】を確認する

1

２

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

出典：豊田市避難所運営マニュアル（本編） 平成３０年 ４月 を一部再構成
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/bousaibouhan/1031853/1024005.html

避難所を運営するための４つの基本方針
＜豊田市＞

一次避難先から避難施設に避難するまでの流れ

１

２

３

４

避難所が、地域の人々の安全を確保し、
生活を再建するための地域の防災拠点と
して機能することをめざします。

避難所は、地域のライフラインが復旧
する頃まで設置し、復旧後は速やかに
閉鎖します。

避難所では、避難所を利用する人(避難
所以外の場所に滞在する被災者を含む）
の自主運営を原則とします

避難所の後方支援は、市の災害対策
本部が主に行います。

避難施設への移動に係る地域での判断
や行動、支援活動のあり方について考
えましょう。

出典：国土交通省 住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト第１回
資料2－1 平成30年７月豪雨災害の概要と被害の特徴より一部加筆

３．【意見】を記入する

被
害
想
定

避
難

４．【今後の取り組み】を記入する3 4

備
え

すぐに取り掛かるべきことは何か

どこが危ないか？ 自治区（組など）の問題点・課題は何か何が起きるか？

どのような対応・行動を
するか？

誰がするか？

どのような道具や備えが
必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？備

え

記入用紙 記入用紙

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）における事例

□建物の安全確認

□施設内の設備の点検

□避難所運営のために使う場所の指定
・受付、通路の決定
・避難所として利用可能な場所
・立ち入り禁止にする場所

□避難してきた人の受付

□市災害対策本部への連絡

□情報収集・伝達手段の確保

□備蓄している水や食料、物資の確認
・配給

□安全対策

□遺体の一時受入れ

□避難した人を、自治区や組などごとに確認

□人の振り分け（トリアージ）を行い病院や福祉避難所へ搬送

□自宅での生活が困難な場合…避難所で生活する(車中で生活する)

□状況が落ち着いたら…安全を確認し自宅に戻る

物資などの支援が必要な
場合

□避難所利用者登録

避難所
自宅・車など
（避難所以外の場所）

避難した
場所で

在宅避難のすすめ

災害後、自宅の安全が確認

できる場合は、自宅での

避難(在宅避難)が基本です。

①避難所のスペースには
限りがあります。

②自宅は個人(家族)の空間
として生活ができます。

③空き巣の被害を防ぐこと
ができます。

出典：豊田市避難所運営マニュアル（本編） 平成３０年 ４月 を一部再構成
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/bousaibouhan/1031853/1024005.html

３ １

３ 3

３ 5

３ 2

３ 4

３ 6

４ １

４ ２

□被害の特徴

①西日本を中心に、広域的かつ同時多発的に水害・土砂災害が発生

②洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域において、避難行動を促す情報が
発令されていたにもかかわらず、人的被害が多く発生

③被災者の多くが高齢者

土砂災害による死者・行方
不明者のうち、
約９割は土砂災害区域内で
被災している

土砂災害区域内
65％

警戒区域指定済または
基礎調査完了

土砂災害区域外
23％

調査未了だが土砂災害
危険個所として確認済

土砂災害区域外
12％
上記以外

土砂災害による人的被害
箇所における区域の状況

発災前に発表
100％

発災後に発表

発災後に発表
0％

全国

土砂災害警戒情報の発表状況
（平成30年8月8日時点）

①
69
65％

②
25
23％

区域内等が約9割
人的被害（死者）が発生
した５３箇所のうち、
発災時刻が特定できた
全箇所で、土砂災害警戒
情報が災害発生前に発表
されていた。

発災前に発表

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害⑤】避難施設への避難について考えるシート

３．【意見】を記入する

被
害
想
定

４．【今後の取り組み】を記入する3 4

すぐに取り掛かるべきことは何か

どこが危ないか？ 何が起きるか？ 自治区（組など）の問題点・課題は何か

＜例＞ ○○道路

避
難

備
え

＜例＞ 浸水

＜例＞ 玄関に土のうを積む ＜例＞ 浸水危険がある家

＜例＞ 土のう

どのような対応・行動
をするか？

誰がするか？

どのような道具や
備えが必要か？

道具や備えはどこに
保管するか？

＜例＞ 防災倉庫

記入用紙

４ １

４ ２

３ 2

３ 4

３ 6

３ １

３ 3

３ 5

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害⑥】情報の共有・報告について考えるシート

自
助

○ ７月豪雨災害による土砂崩れで住家が全壊する被害があったが、住民はすでに２日前に安全な家族宅に避難していた

○ 前兆現象（におい、床に水が流入）があり、２階に避難した

○ 避難したかったが、家が心配で山とは反対側の１階で就寝した。土砂崩れが発生したが、就寝場所までは土砂が到達せずに
助かった

共
助

○ 消防団員が、川が増水していることに気づき、避難勧告等の発令前であったが、避難が必要と判断し（中略）避難を呼びかけた

○ 自主防災組織・消防団による高齢者宅への避難の声掛けにより、避難誘導。その３０分後に土砂災害が発生（全壊の被害）し、
一命を取り留めた

○ ７月豪雨災害において、市内に土砂災害警戒情報、大雨特別警報（土砂災害）が発表される中で、事前に地域のハザードマップを
確認していた消防団員が、高齢者を地域内の土砂災害警戒区域外のお宅に避難誘導し、安全を確保した

災
害

発
生

被
害

発
生

応
急

復
旧

避
難
前

すぐに取り掛かるべきことは何か

防災カルテを参照し、地域の危険性、災害に対する
強み・弱みを確認しましょう。

ワークのすすめ方 ワークの順番

自治区（組など）は
どうなる？？

現状の問題点・課題は何か

１． 【地域はどうなるか、どうするか】考える ～風水害が発生した場合の被害想定～1

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する２．【防災カルテ】を確認する 3２ 4

被災した自分や周囲の状
況をイメージします。

防災カルテを見て、
地域の被害や強み弱み
について確認します。

自治区（組など）の問題
点や取組みを話し合い、
記入します。

地域の被害について意見
を出し合い、【意見】を
記入します。

【地域はどうなるか、
どうするか】考える

1
【防災カルテ】を
確認する２

【意見】を記入する
3

【今後の取り組み】を
記入する

4

あなたに
必要な情報は
何か？

自治区（組な
ど）で共有すべ
き情報は何か？

その情報は、
どのように
入手するか？

区長さんに
報告すべき
情報は何か？

平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）における事例 (京都府：住民の避難行動に関する成功事例）

出典：京都府 災害対応の総合的な検証会議（第2回）（平成30年12月27日 ）参考資料２住民の避難行動に関する成功事例 より一部抜粋

避難ができる状態か

逃げられない人はいないか

必要な情報の例

０ｈ-9ｈ -３ｈ-６ｈ-12ｈ-24ｈ-48ｈ +6ｈ+３ｈ

大規模水害の発生広域避難開始

警戒
レベル２

・避難行動を確認
・避難準備が整い次第、避難開始
・高齢者は速やかに避難

・速やかに避難
・避難完了 ・命を守るための最善の行動をとる

はん濫発生情報発令台風に関する記者会見
（特別警報発表の可能性）

公共交通機関の運行停止

警戒
レベル３

警戒
レベル4

警戒
レベル5

風水害発生時における情報の共有・
報告について考えましょう。

こまっている人はいないか

逃げ遅れはないか

必要な情報の例

記入用紙 記入用紙

４ １

４ ２

３ １

確認したことは、次の【意見】記入用紙に
書き込みます

戻る

松平地域自主防災会連絡協議会



【風水害⑥】情報の共有・報告について考えるシート

災
害
発
生

被
害
発
生

応
急
復
旧

避
難
前

すぐに取り掛かるべきことは何か

自治区（組など）の問題点・課題は何か

３．【意見】を記入する ４．【今後の取り組み】を記入する3 4

あなたに
必要な情報は
何か？

自治区（組など）
で共有すべき情報
は何か？

その情報は、
どのように
入手するか？

区長さんに
報告すべき
情報は何か？

記入用紙

４ １

４ ２

３ １

台風が近づいてきたな

強風にあおられて
看板が飛んできた！

学校から帰ってきたはずの
子供の行方が分からない！

皆の安否はどうなっている、
困っている人はいないか…

水浸しになって身動きがとれない！

停電だ！なにも見えないぞ

災害対応で参集したけど、
家が心配…帰っていいかな？

松平地域自主防災会連絡協議会



戻る



戻る



戻る



戻る



戻る



戻る



戻る



戻る



戻る



 内　容 取　組 誰から 誰へ

1 会長は対応チーム招集を指示する 会長 → 対応チーム

2 対応チームは集合する →

1 避難所開設（受付準備含む）を指示する 会長 →

2 避難所を開設する →

3 避難所開設を積載車にて広報活動する

1 被害状況確認を指示する 会長 →

2 被害状況を確認する →

3 被害状況確認結果を「被害状況集約表」へ記入する

1 要支援者避難確認の要請を支援者に指示する 会長 → 支援者

2 要支援者避難を確認する 支援者 → 要支援者

3 要支援者避難確認結果の報告をする 支援者 → 会長

4 要支援者避難を支援する 支援者 → 要支援者

5 要支援者避難状況を報告する 支援者 会長

1 区民へ「安否確認用カード」の配布及び記入を依頼する →

2
区民から「安否確認用カード」回収・集約後、避難者状況・安

否状況を報告する
→

3 安否確認用カードの報告内容を「安否情報調査表」へ記入する →

4 安否未確認者の確認を指示する →

5 安否未確認者を確認する →

6 安否未確認者確認の結果を報告する →

6 支所への報告 1
松平支所へ「被害状況」「要支援者避難状況」「避難者安否確

認結果」等を報告する
会長 → 松平支所

7 避難所運営 1 住民で協力して避難所運営をする →

4 要支援者対応

5 安否確認

1 対応チーム発足

2 避難所開設

3 被害状況確認

①平時に、各取組は誰から誰へ指示を出すのかを決めておき、記入をする。

②発災時、各取組を行ったかどうかをその都度チェックする。

行動チェックリスト

自治区

戻る
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